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第8号

丸子

　第57回信州上田丸子夏期大学の講座の１つを丸子まちづくり会議主催で、丸子文化会館小ホールに
て開催しました。
　『地元を創り直す時代』～長続きする地域の主人公は住民～との演題で、（一財）持続可能な地域社会
総合研究所・所長藤島浩さんを講師にお迎えして、182人の皆さんの出席をいただきました。

　長続きする地域、持続性のある地域という点で、長い目で見ると一番持続性がない地域社会は東京だ
という。
　特定の地域に住民・産業を押し込むことは無理がある。東京にもほかの地域同様に高齢化が訪れ、介
護や医療だけでなく生活にも限界がくることを考えるべき時が来るそうです。
　藤山先生は、人口予測プログラムを開発されており、５年前と現在の男女５歳刻み人口から、丸子地
域の人口予測をしていただきました。
　2014年～ 2019年の現行推移を基にしたシナリオでは、この先10年間何もせずにいると、21,883
人から18,968人まで落ち込み下げ止まりが見えない状態になるとのこと。これから、できる事を考え
ていきましょう。

信州上田丸子夏期大学  まちづくり会議講座8月22日
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５月28日の通常総会から今までの活動の主なものをお知らせします。

　上田市防災士等連絡協議会が主催、
丸子まちづくり会議が共催し「わが
まち魅力アップ応援事業」として実
施して72名の方が参加しました。
　講師として、廣内大助・信州大学
教授をお迎えして、『異常気象! ！水
害予測の必要性』と題した講演をい
ただきました。
　自分たちの住む場所が、過去にど
んなことがあって現在の地形になっ
たのかを読み取り水害の予測が必要
であるとご教示いただきました。

防災講演会
10月20日

●長瀬市民センター

月　　日 会　　議　　内　　容　　等

6月 12日 まちづくり会議　第 3回役員会

7月 1日 上田市住民自治組織全体会議

6月 30日 長瀬地区会議　糸魚川市視察研修

7月 6日 塩川地区会議　認知症出前講座

7月 12日 まちづくり会議　第 4回役員会

7月 13日 中央地区会議　チェーンソ講習会

7月 29日 交通部会　豊殿地区循環バス運営　視察研修

8月 19日 まちづくり会議　第 5回役員会

8月 24日 長瀬地区会議　防災啓発映画上映会

9月 12日 まちづくり会議　第 6回役員会

9月 14日 教育部会　教育ドキュメンタリー映画上映会

10月 15日 まちづくり会議　第 7回役員会

10月 20日 上田市防災士等連絡協議会　防災講演会

10月 23日 交通部会　上伊那郡中川村　自家用有償運行バス　視察研修

10月 31日 塩川地区会議　防災学習会

11月 12日 まちづくり会議　第 8回役員会



3

　中川村では、民間事業者（バス・タクシー）の撤退により、
村営巡回バス、交通空白地有償運送（NPO乗合タクシー）、福
祉有償運送、福祉タクシー券制度などを組み合わせて生活交通
確保事業を実施しています。
　NPOタクシーは、会員制・予約制で、バス停までの距離など
のバス運行の課題に対応したものとなっています。
　会員は運転免許が無いか運転をしない方、最寄りのバス停ま
での徒歩距離で600ｍ以上離れている方、となっています。
　運賃はエリア料金制でエリア内で基本料金が500円。エリア
をまたぐと加算料金がかかります。
　その他に巡回バス・NPOタクシーの割引制度があります。

地域自主運行   豊殿地区循環バス   視察研修
7月29日

　丸子まちづくり会議・交通部会は、
日常の移動手段をどう確保して
いくのか、先進地の事例に学ぶ
視察研修を行っています。

●運営費は、各戸千円の負担金・運賃・市補助金による。
●住民アンケートにより運行の決定。
●９人乗りジャンボタクシーを使用し、既存の運送事業者に委託。

●交通弱者（高齢者、障がい者）交通手段確保に住民全体で
　支える福祉型循環バスの地域内運行の実現。
●公共バスがカバーできない自治会内の運行。
●運賃　１乗車200円。

中川村  生活交通確保事業
視察研修

10月23日

あやめ号
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　まちづくりだより第8号は、5月28日の通常総
会の後の主な活動状況をお知らせしています。
　日常の移動手段確保のために何ができるのか、
視察研修に行ってきました。
　交通事業者との兼ね合いや丸子地域は区域が広
いのでなかなか難しい問題があります。
　これからも、何ができるか考えていきます。

●●●●●●●

編集後記
●●●●●●●

ご意見・ご要望など
どしどしお寄せください

☎ 0268-75-1061

info@maruko-mkueda.jp
【メールアドレス】

Most Likely To Succeed（成功したいなら）上映会・ワークショップ
9月14日

教育部会は、未来を担う子供たちに
どんなことが必要なのかを
考えてみました。

　映画上映の後、「みんなで語ろう、子供達の将来」と題して
ワークショップを行いました。
　子どもの主体性を伸ばしていくために、何ができるでしょう？
自分なら何をしますか？
　意識や考え方、しくみ・制度・組織をどうしたら良いか、
●すぐできる事
●1年後にできる事
●5年後にできる事を考えました。

「何が好きなのか、何をしたらわくわくするのか
自分で考える」、「午前中は自由な時間」、「学
区制の廃止」など様 な々考えが出されました。

　10月14～17日に予定しておりました、小学校４、５、６年生を対象とした
「わくわく通学合宿」は、台風災害のため中止になりました。


